
大人に代わって家族の世話や介護をしている

「ヤングケアラー」は16人に1人と言われて

います。

しかし、その多くは負担が大きくなってもSOS

を発することができない子どもたちです

わたしたちがその存在に気づいた時、どんな

ことができるのか。

ヤングケアラーへの理解を深め、地域で何が

できるのかを共に考えましょう。

９/
(木)１

１４：００ 開演

（13:３０ 開場）

ゆめホーム「ゆめ」かなえる

港区民センター

港区民生委員児童委員協議会・港区地域ネットワーク委員会合同研修会

主催 港区民生委員児童委員協議会、港区社会福祉協議会（見守り相談室・生活支援体制整備事業）、港区役所

お問合せ：大阪市港区社会福祉協議会 TEL ０６-6575‐1212

令和４年

み な と
ん

講師 黒光 さおり 氏

社会福祉士。公認心理師。元ヤングケアラー。１４年間
の生活保護ケースワーカーを経て、現在は、尼崎市を
中心に、小中学校および兵庫県立湊川高等学校、兵庫
県立青雲高校でスクールソーシャルワーカー、キャンパ
スカウンセラーとして勤務。小中学生・高校生のヤング
ケアラーを含む児童生徒への支援に従事している。


